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ア ブ ラ ム シの種内分化に関す る 分子生物学的手法に よ る

最近の研究動向
独立行政法人農業技術研究機構果樹研究所 駒

は じ め に

ア ブ ラ ム シ に 限 ら ず， 多 く の害虫種では， そ の種内 に
寄生性や， 休眠性 な ど の 生活史特性， 薬剤抵抗性な ど に
関 し て 異 な っ た 形質 を持 つ系 統が存在す る 。 こ れ ら の系
統 は， rバ イ オ タ イ プJ と い う 呼ばれ方 を す る こ と も 多
い。 こ の バ イ オ タ イ プ に つ い て は， 明確な定義が あ る わ
け で は な し お も に 寄主選択性 と 関連 し た ， 虫害抵抗性
の植物品種 と の 関連な どで使わ れて い る 場合が多 い。 こ

れ ら の 例 の 多 く は， 系 統 (race， strain) と 言 い替 え て
も 問題が な い と 考 え ら れ る 。 バ イ オ タ イ プに つ い て は ，
Eastop ( 1 973) に よ る と ， 形態 学 的 な 差以 外 で特徴づ
け ら れ， 生活史， 寄主選好性， 摂 食行動， ウ イ ル ス の伝
播性， 殺 虫剤 に 対す る 抵抗性 な どの違 い で， 遺伝的 に 決
定 さ れて い る も の と さ れ て い る 。 種 よ り も 下位 に く る 単
位であ る が， 分類学的 な位置づ け は ， 明瞭 で な い 。

種内 に 大 き な変異の 見 ら れ る ワ タ ア ブ ラ ム シ な ど の害
虫 は， 種群 と し て 扱 う 必要が あ り ， 種 と い う 境界が明確
で な い。 種や亜種の判別 の基準 に は ， 生殖的 な 隔離の程

度 が用 い ら れ る が， ア ブ ラ ム シ で は単為生殖 を続 け る 不
完全生活環型があ り ， そ の よ う な基準で判断 す る こ と が

難 し い。

一方， 近年分子生物学 的手法の発達 に よ り ， DNA レ
ベルでの解析が， 比較的身近 な 方法 と な っ て き た 。 こ の

方法 は， 積内 の遺伝的な変異や構造 を 定量的 に は か れ る
た め ， 適当 な DNA の領域 を選べば， 目 的 と す る 変異の
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量 を ， そ れぞ れの系 統やバイ オ タ イ プ間 で比較で き る こ

と に な る 。 こ の よ う な視点か ら ， ア ブ ラ ム シ に お け る 種

内分化 の研究の現状 を ま と め て み た 。

I 系統 ま た は バ イ オ タ イ プ に つ い て

ア ブ ラ ム シ で， 系 統や バ イ オ タ イ プ と し て 報告 さ れ て

い る の は ム ギ ミ ド リ ア プ ラ ム シ ( Schizaρ h is

graminum ) ， ア ル フ ア ル フ ァ ア プ ラ ム シ ( Therioaþhis 

trifolii) ， モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ ( Myzus ρersicae) ， コ ン

ド ウ ヒ ガ ナ ガ ア ブ ラ ム シ (Acyrthosiþhon kondoi) ， 
Russian ωhea laþhid (Diura，ρhis noxia) ，  A mρhoro
þhora idaei， Sitobion avenae， ブ ド ウ ネ ア ブ ラ ム シ

CDakutulosþharia ( Vileus) vilijoliae) ，  リ ン ゴ ワ タ ム シ
(Eriosoma lanigentm) ， ホ ッ プイ ボ ア ブ ラ ム シ (Phor

odon humili) ， Aþhis fabae， ワ タ ア ブ ラ ム シ (Aρhis

gossJ少ii) ， ユ キ ヤ ナ ギ ア ブ ラ ム シ (Aþhis sþiraecola) ， 
エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ (Aのrthosiþhon ρisum ) ，
マ メ ア ブ ラ ム シ (Aρhis craccivora) な ど 20 種以 上 に
及ぶ。 こ の う ち ， ワ タ ア ブ ラ ム シ ， モ モ ア カ ア ブ ラ ム
シ ， Aρhis fabae な ど， 種群 と し て 扱 わ れ る も の も 多

く ， こ れ ら で は ， 種や亜種， 種内系 統の境界が は っ き り
し な く な っ て い る 。 こ の よ う な 種以 下 の 分類単位 と し

て ， BLACKM川、1 ( 1 995) は 種 分化 の 過程 に あ る も の と し

て semispecies と い っ た 概念 を提唱 し て い る 。 表 に 代表

的 な ア ブ ラ ム シ での 分化 の様子 を ま と め た 。

表 主要 ア ブ ラ ム シ に お け る 種内分化の指標 と さ れ る 形態 ・ 形質

エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ (Acyrthosiphοn þisum) 
苦rごt選好性 (寄主植物上での増加， 生存率， 度予数. ililt度 と 増殖の関係) . 体長， 体重， 体色， ウ イ ノレ ス の伝播能力， 混 み
合 い に よ る 有麹虫の 出現率， 逃避行動， 代謝率， 栄養要求性

モ モ ア カ ア プ ラ ム シ ( Myz附 þersicae)
体色， 日 長反応 (生活環型) . 寄主選好性， 楽剤抵抗悦 ， 染色体奥常 : 染色体の転座， エ ス テ ラ ー ゼ型， 活性， タ ン パ ク の
泳動ノ f タ ー ン， ウ イ ル ス 伝搬能力， 低温耐性， 温度 と 発育の関係

ワ タ ア プ ラ ム シ (A戸胎 go.却がi) : (Aρhお frang，仰 grO/ψ)
生活環型， 事E斉IJ抵抗性， 寄主選好性， エ ス テ ラ ー ゼ型， 活性

ム ギ ミ ド リ ア プ ラ ム シ (Slúzaþhis graminul/l ) 
容 1:選好性 (抵抗'性品種への加害) . 温度 と 梢殖 と の関係， 産子数， 寿命， 染色体長， 形態 (多変量解析) . 吸汁行動， 排
II!t;iI!:. ア イ ソ ザイ ム パ タ ー ン， ミ ト コ ン ド リ ア DNA の違い， 日 長反応

Review of Intra-Specilìc Differentiation in  Aphicls by MoJecuJar Methocls. By Shinkichi KOMAZAKI 

( キ ー ワ ー ド : パ イ オ タ イ プ， 系統， ミ ト コ ン ド リ ア DNA. リ ボ ゾー ム DNA. マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト )
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H 分子生物学的手法 に よ る 種内 変異の研究

1 手法 につ い て

( 1 )  ア イ ソ ザ イ ム ま た は ア ロ ザイ ム
同 じ働 き を持つ酵素群 を ， ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド ゲ ル な

ど を用 い た 電気泳動法でサ イ ズ や電荷 に よ っ て 分離 し ，
適当 な基質 を 用 い て 染色 し て ， そ の バ ン ド、 パ タ ー ン を 比
較す る 。 DNA の 解析 に 比較 す る と ， 得 ら れ る 変異 の 量
が少 な い。

( 2 ) RAPD-PCR 

10 塩基程度 の 短 い ラ ン ダ ム な 配列 を も っ た プ ラ イ マ

ー を用 い て ， 増幅条 件 を ゆ る く し て ( ア ニ ー ル温度 を下

げ て ) PCR を 行 い ， 多 く の 増 幅 断 片 を 得 る こ と に よ っ

て ， 差 を 見つ け よ う と い う 方法 で あ る 。
( 3 )  PCR-RFLP 
遺伝子の特定部分 を 特異的な プ ラ イ マ ー を用 い て増殖

し ， こ の増幅産物 を制限酵素で消化 し て ， そ の 結果得 ら

れ る 断片 の サ イ ズ を 比較 す る 方法。

( 4 ) 特定 の遺伝子部分の塩基配列 の比較

特定 の遺伝子部分の塩基配列 を 決定 し て比較す る 。 、

ト コ ン ド リ ア の 遺 伝 子 ( チ ト ク ロ ー ム オ キ シ ダ ー ゼ

(COI， II) な ど) や リ ボ ゾー ム RNA を コ ー ド す る 遺伝
子 (rDNA の サ プ ユ ニ ッ ト や ITS 領域) な ど が使わ れ
る こ と が多 い。

( 5 ) そ の他

制限酵素処理 と 遺伝子の特定部分 と の ハ イ ブ リ ダイ ゼ

ー シ ョ ン を 組 み 合 わ せ た RFLP， 制 限酵素処理 と PCR

を 組み合わ せ た AFLP や反復配列 の 繰 り 返 し 数 の変異

を用 い た ， マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト 遺伝子の解析 な ど も 利用

で き る 。
2 研究の現状

① Sitobion avenae で は ， 繰 り 返 し配列 (GATA の 4
回 の 反 復 配 列) を プ ロ ー プ と し て 制 限 酵 素 処 理 し た

DNA と の サ ザ ン ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン に よ り 多型 を

検出 し て個体識別 し ， コ ム ギ を好 む ク ロ ー ン が存在す る

こ と (BARRO et al . ，  1995 a) ， 南 イ ン グ ラ ン ド の コ ム ギ畑

の個体群で は 変異が小 さ く ， 道ばた で採集 し た 個体群聞

に は大 き な地理的変異が存在す る こ と が明 ら か と な っ た
(BARI回 et al.， 1 995 b) 0 RAPD-PCR に よ り ， コ ム ギ と
オ ー チ ヤ ー ド グ ラ ス に 寄生す る 個体群 は， 春 に は バ ン ド
パ タ ー ン の違 い が大 き か っ た が， 季節が進む に つ れ小 さ

く な り ， こ れ は オ ー チ ヤ ー ド グ ラ ス か ら コ ム ギへの移動
が起 こ る た め と 考 え ら れた ( BARRO et al . ，  1995 c) 。 ま た
近縁 種 の 判別 に も 用 い ら れ， S. avenae と S. fragan'ae 

の 判 別 に ， mt-DNA の ND 1 と cyt b 領 域 の PCR 増
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幅， RAPD-PCR， 四 つ の マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト 遺 伝 子

は， どれ も 判別 に 有効 で あ つ た (伊FIGIλ川1

日 本の ム ギ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ (ωS. ake拍bi，たωé) を 含 め た検

討 も さ れて い る 。

②ア ル フ ア ル フ ァ ア ブ ラ ム シ で は， オ ー ス ト ラ リ ア の

ア ル フ ア ル フ ァ と ク ロ ー パ ー に 寄生す る系 統 を ， 寄主上

での生育 と 増殖， 形態， ク チ ク ラ の炭化 水素の組成， 核
型 に 力日 え て ， RAPD-PCR と ミ ト コ ン ド リ ア の チ ト ク ロ
ー ム オ キ シ ダ ー ゼ (COI， II) の 塩基配列 を 決定 し て ，

比 較 し た 。 そ う す る と ， 寄 生 性， 形 態， RAPD， mt
DNA の結果 は よ く 一 致 し ， mt- DNA の 増 幅 断 片 を 制

限酵素で消化 す る こ と に よ っ て ( PCR-RFLP) ， 二 つ の
種内系 統 を 明瞭 に 区別 す る こ と が で き た (SUKNUCKS et 
al . ，  1997) 0 

③ム ギ ミ ド リ ア ブ ラ ム シ で は ， rDNA の RFLP に よ
っ て ， 越 冬 個 体 鮮 の ク ロ ー ン の 多 様 性 を 判 定 し た

(SI I lI I制N and WI I.DE， 1994) 。 ま た rDNA は 多 重遺伝子

であ る が， そ の単位 を つ な ぐ ス ペ ー サ ー領域 OGS) を

用 い た RFLP に よ っ て ， バ イ オ タ イ プ E と さ れ る 個体

に も 多 く の ク ロ ー ン が含 ま れ る こ と を 示 し た (Sl I lJFRA:\

et al . ，  1992) 0  mt-DNA の COI 領域 の 塩基配列 に よ っ

て ， ア メ リ カ の 1 1 の バ イ オ タ イ プ は三 つ の群 に 分かれ，

そ の う ち 一 つ の グ ル ー プが ソ ル ガ ム と コ ム ギ に 見 ら れ る

バ イ オ タ イ プ に よ っ て 形成 さ れ， 他の二つ は作物で は 少
な い バ イ オ タ イ プ を 含 む こ と ， ま た 一 つ の バ イ オ タ イ プ

は別種 と 想定 さ れ る こ と が明 ら か と な っ た (SI I U I'I<ANEl

al . ， 2000) 0  

④ A mphorophora idaei で は， rDNA の IGS 領域 の

RFLP に よ っ て ， バ イ オ タ イ プ に 特有 の パ タ ー ン は 得

ら れ な か っ た (BI I<CI I et al.， 1 994) 。
@ Diura.ρhis noxia で は ， ア ロ ザ イ ム に は変異が小 さ

く ， 同 じ個体群内， と く に 最近侵入 し た 国 の 中 で は変異
が見 ら れ な か っ た が， RAPD-PCR で は 十 分 な 変異が見

ら れ， こ れ を用 い て ， 中東 と 南 ロ シ ア の個体群聞 に 大 き

な差が見 ら れ る こ と が明 ら か に な っ た ( PlJTEI<KA et a l . ，  

1993) 。

@ Elatobium abietinum は ， イ ギ リ ス と ニ ュ ー ジ ー ラ
ン ド に 侵 入 し た が， RAPD と IGS の PCR に よ っ て 比
較 し た 結果， 歴史 の 古 い イ ギ リ ス での遺伝 的変異が大 き
か っ た (NICOL et a l . ，  1998) 。

⑦モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ で は ， イ ギ リ ス の個体群 を用 い

た IGS 領域 の RFLP 解析 に よ っ て ， 276 ク ロ ー ン で 80

の遺伝子型 (genotype) が判 別 で き ， こ れ ら の 遺 伝 子

型 は 寄主 と の 関連 は 見 ら れ な い こ と ， ま た 主 要 な ク ロ ー
ン が個体群 の 大半 を 占 め る こ と な ど が 明 ら か に な っ た
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(FENTUN et al. ， 1998) 0 A⑪'zus ρersicae 種群の 3 種 を核

型， 薬剤抵抗性 に 関与 す る カ ル ボ キ シ ル エ ス テ ラー ゼ

(EST 4) 遺伝子 の メ チ ル化 の 有無 で判別 で き ， さ ら に

二 つ の ア ロ ザ イ ム と 1 1 の マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト 遺伝子座

を 用 い て 3 種の類縁 関係 を 推定 し ， M. persicae と M.
nicotiana が近縁 で あ り ， こ れ と M. antirrhinii の類縁

は 遠 い こ と を 示 し た (TEHI{AJ )OT et al . ，  1999) 。

⑧ ホ ッ プイ ボ ア ブ ラ ム シ で は， 殺 虫剤抵抗性 に 関連す

る カ ル ボ キ シ ル エ ス テ ラー ゼ と ふPGD を 用 い て ， 1 次

�2 次寄主 の寄主転換や 夏 に 起 こ る 移動の距離が 30 km

以 下であ る こ と が推定 さ れた (LoXI肌LE et al . ，  1998) 。

⑨ Aphis ρlbae 種群 で は ， 酵 素 の 電 気 泳動 に よ っ て
18 種の ア ブ ラ ム シ を 17 の遺伝子座 に よ っ て 判別 で き る
こ と が示 さ れた (jOI{( ; and LAM I'EL， 1996) 。

⑩ム ギ ク ビ レ ア ブ ラ ム シ (Rhopalosかhum pαdi) で

は， カ ナ ダ の 29 個体群 に つ い て ， 29 の 酵素 の 51 遺伝

子座 に つ い て 調べた が， 三つ の遺伝子座で多型が見 ら れ

た の み で あ り ， 1 次， 2 次寄主上 で の ヘ テ ロ 接合度 に は

違 い が見 ら れた (SIMON and HEBEln， 1995) 。 フ ラ ン ス の
個体群で も ア ロ ザ イ ム の 変異 は小 さ か っ た が， ヨー ロ ッ

パ で の 生活環型 の違 い は， mt-DNA の ND l と 共生微
生物の プ ラ ス ミ ド 遺伝子 の PCR-RFLP お よ び， RAPD 

PCR に よ っ て 見分 け ら れた (SIrV!ON et al . ，  1996) 。 ス ペ
イ ン の 148 の ク ロー ン で， mt-DNA の AT に 富 む領域
と 共 生微生物 の プ ラ ス ミ ド を プ ロー プ と し て ， RFLP 

で解析 し， 完全生活環型 と 不完全生活環型が区別 で き た
O\!Iartinez-Torres et al . ，  1 996) 0 mt-DNA の ND l 遺

伝子 を PCR-RFLP に よ っ て 二 つ の タ イ プ に 分 け， こ れ
ら が フ ラ ン ス の個体群では， 生活環型 と リ ン ク し て い た

(l'vL\lmNEZ-ToR I日 行 et al . ，  1997) 0 RAPD-PCR の結果，

生活環型 と リ ン ク し た マー カー が見 つ か り ， そ の 断片の
塩基配列 を解析 し て 新た な プ ラ イ マー を設計 し ， 配列特

異的な増幅断片 を 作 り (SCAR) ， そ の 対立遺伝子の分

布 と ， こ の領域 の塩基配列 の変異 を 調べ， 単為生殖の起

源 を探 っ た (SIM口N et al . ，  1 999) 。
⑪Rhopalosiphum maidis で は カ ナ ダの個体群 に は ア

ロ ザ イ ム の 32 の遺伝子座 に 変異 が見 ら れず， 北 ア メ リ
カ ， ヨー ロ ッ パ， ア フ リ カ の ク ロー ン で は ， 染色体数 に
は 寄主植物 に 対応 し た 変異 が 見 ら れ た が， mt-DNA の
ND l 領 域 の PCR-RFLP で は 変 異 が な か っ た (SIMON

et al . ，  1995) 。
⑫エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ で は ， ペ プチ ダー ゼ を

用 い て ， そ れぞ れの対立遺伝子頻度 が ア ル フ ア ル フ ァ と
ク ロー パー の個体群間で異 な り ， 分化 し て い る こ と を 示
し た (VIA， 1999) 。 イ ギ リ ス の個体群 に お い て ， 三 つ の

寄生性で分か れ る バ イ オ タ イ プか ら 29 の ク ロー ン を 用

い て ， mt-DNA と 共生微生物 の プ ラ ス ミ ド を RFLP 解

析 し ， mt-DNA の AT に 富 む 領 域 と ND 3-ND 5 領 域
に は サ イ ズ の 変異 が見 ら れ， プ ラ ス ミ ド に は 3 ク ロー ン
で変異が見 ら れた (BIHKLE and DOUGLAS， 1 999) 。 フ ラ ン

ス の 15 ク ロー ン を ア ロ ザ イ ム と RAPD-PCR に よ り 遺
伝子型 に 分 け ， そ れぞ れの遺伝子型 の ア ブ ラ ム シ 抵抗性

の ア ル フ ア ル フ ァ 上 で の 分 布 を 明 ら か に し た

(BOlJRNOV I LLE et al . ，  2000) 。

⑬Trama 属 の 3 種の ア ブ ラ ム シ の核型 と rDNA の 染

色体上の位置 の 数 を 染色体へ の ハ イ プ リ ダ イ ゼー シ ョ ン

に よ っ て 調べ， 核型 の種内変異の大 き い こ と が示 さ れた
( BLAじK�IAN et al . ， 2000) 。

⑭ブ ド ウ ネ ア ブ ラ ム シ で は ， 摂食行動， 繁殖率， 加害
性な ど に よ っ て 分 け ら れ る ア メ リ カ の二つ の バ イ オ タ イ

プ と そ れ以 外の個体 を 用 い ， RAPD-PCR に よ っ て 遺伝

的な違 い を 調べ， バ イ オ タ イ プ は違 っ た 遺伝的背景 を持

つ こ と を 示 し た (FON(;ET a l . ，  1995) 。 ヨー ロ ッ パ の 103

個体群 と ア メ リ カ の 6 個体群 を AFLP-PCR で比較 し た
結果， 北緯 43度 を境界 と す る 北方系 と 南方系 に 分かれ，
こ れ ら は生活環型 を 反映 し て い る も の と 推測 さ れ， ま た

地域的な変異 は寄主聞の変異 よ り も 大 き く ， 寄主 に よ る
分化 は な い こ と も 示 さ れた ( FOHNECK et al . ，  2000) 。 ア リ

ゾ ナ と ニ ュー ヨー ク の 個 体群 を RAPD-PCR に よ っ て

比較す る と 変異が大 き し ア リ ゾ ナ で は 地域個体群の ま

と ま り が見 ら れた が， ニ ュー ヨー ク の個体群で は 見 ら れ

な か っ た (LIN et al . ，  1999) 。 ミ ズー リ で 2 種の野生の ブ

ド ウ か ら 採 集 し た 個体 を RAPD-PCR に よ っ て 解析 し
た 結果， 変異 は 大 き か っ た が， 寄主 間や地域的 な差 は 見
ら れ な か っ た (DOII'N IE， 2000) 。

⑮ ワ タ ア プ ラ ム シ で は ， オー ス ト ラ リ ア の 個 体 群 で
は ， ア ロ ザイ ム の変異 は 見 ら れた が， バ イ オ タ イ プ は 判

別 で き な か っ た (WOUL ら ， 1995) 。 日 本 の 個 体 は

RAPD-PCR に よ っ て ， キ ュ ウ リ 寄生 と ナ ス 寄生の 二 つ

の グルー プに 分 け ら れた が， 生活環型 と 薬剤抵抗性 は そ
れぞ れ の グ ルー プ と は 独立 し て 現れ た (KOMAZAK I and 
OSAKABE， 1998) 。 フ ラ ン ス ， ラ オ ス ， ポ ル ト ガ ル の 個体
群 を RAPD-PCR に よ っ て 比較 し ， ウ リ 科 に 寄生 す る
個体群 と そ う で な い も の に 大 き く 別 れ る こ と を 示 し た
(V ANLERBERG I I EーMASUT11 and CHAV INGNY ， 1998) 。 マ イ ク ロ

サ テ ラ イ ト を 用 い て ， ハ ウ ス 内 の個体群で は ， 春 か ら 夏

で は ， 時間の経過 に つ れて 遺伝的多様性が減ず る こ と が

示 さ れた (FULI.EH et al . ， 1999) 。
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お わ り に

以 上 に 示 し た よ う に ， DNA を 用 い た 様々 な 解 析 法

は， 種や個体群の遺伝的な構造 を 明 ら か に す る う え で，
非常 に 有力 な 手段 と な っ て い る 。 こ の よ う な手法 は， 昆

虫だ け でな く ほ ぼす べ て の 生物 に 適用 可能で あ る 。 ま た
手法 自 体 も ， 生物全体 を 対象 と し て 様々 な新 し い方法が

開発 さ れて い る 。 今後 こ れ ら の 方法 を 用 い た研究の進展

が， 種や種内系 統の進化 ， 個体群の動態 に 関す る 新 し い
知見 を も た ら す も の と 期待 さ れ る 。
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o r残留農薬基準」 の改正 に つ い て
厚生省 は平成 12 年 12 月 4 日 付 け で食品衛生法 に規定

さ れ て い る 「食品， 添加物 等 の 規格基準 (残 留 農 薬基
準) J の一部 (下記) を 改正 し た 。

フ ル ト ラ ニ ル 剤 の 米 (玄米 を い う 。 ) : 1 .0 ppm を 2 .0
ppm に ， ば れ い し ょ : 0 .2 ppm を 0 .5 ppm に 改 め ら れ
た 。

ペ ン デ ィ メ タ リ ン 剤 の 米 (玄米 を い う 。 ) : 0 .05 ppm 
を 0 .2 ppm に ， さ と う き ぴ : 0 .05 ppm を 0 .1 ppm に 改
め ら れた 。

メ ト リ プ ジ ン剤 の そ ば， と う も ろ こ し ， ラ イ 麦及び上
記以 外 の 穀 類 : 0 .05 ppm を 0 .1 ppm に ， え ん ど う :
0 .05 ppm を 0 . 1 ppm に 改 め ら れた 。

酸化 フ ェ ン プ タ ス ズ 剤 の え ん ど う : 0 .5 ppm を 2 .0
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パ イ ナ ッ プル， パ ッ シ ョ ン フ ルー ツ ， パパ イ ヤ ， マ ン ゴ

ー : 2 .0 ppm を 5 . 0 ppm に ， バ ナ ナ : 5 .0 ppm を 1 0
ppm に ， い ち ご : 3 .0 ppm を 10 ppm に ， ラ ズペ リー :
2 .0 ppm を 10 ppm に ， な す : 2 .0 ppm を 6 .0 ppm に 改
め ら れた 。

ク ロ ルベ ン ジ レー ト 剤 の オ レ ン ジ ( ネー ブル オ レ ン ジ
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め ら れた 。
ク ロ フ ェ ン テ ジ ン 剤 の ク ラ ン ペ リー ， ハ ッ ク ル ペ リ

ー， ブ ラ ッ ク ペ リー， ブルー ペ リー， ラ ズペ リ ー， 上記
以 外 の ペ リー 類 果 実 : 1 .0 ppm を 2 .0 ppm に 改 め ら れ
た 。

ピ リ ミ カー ブ 剤 の か ん し ょ : 0 .10 ppm を 0 .50 ppm 
に 改 め ら れた 。

フ ル シ ト リ ネー ト 剤 の き ゅ う り ( ガー キ ン を 含 む) : 
0 .50 ppm を 1 .0 ppm に ， え だ ま め : 0 .50 ppm を 2 .0
ppm に 改 め ら れた 。
0農薬安全使用 基準の一部改正 に つ い て

農林水産省 は ， 農薬の安全褐適正 な使用 の 確保 を 図 る
た め ， 農薬取締法 に 基 づ き 農薬安全使用 基 準 を 平成 12
年 12 月 4 日 付 け で一部改正 し た 。
1 .  農薬残 留 に 関 す る 安全使用基準

( 1 )  新規設定 : 15 農薬
エ ト キ サ ゾー ル剤， ジ ア フ ェ ン チ ウ ロ ン剤， ピ メ ト ロ

ジ ン 剤， フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 剤， ル フ ェ ヌ ロ ン剤 (殺 虫
剤 : 5 農薬) ， ア シ ベ ン ゾ ラ ル S メ チ ル 剤， シ プ ロ ジ ニ
ル剤， テ ト ラ コ ナ ゾー ノレ剤， プ ロ ク ロ ラ ズ 剤 (殺 菌剤 :
4 農薬) ， イ マ ザ モ ッ ク ス ア ン モ ニ ウ ム 塩剤， ク レ ト ジ
ム 剤， シ ア ナ ジ ン剤， ターパ シ ル剤， デス メ デ ィ フ ァ ム
剤， プ タ ク ロー ル剤 (除草剤 : 6 農薬)

( 2 ) 追加 ・ 変更 : 37 農薬
① 作物の追加 (9 農薬)
ア ク リ ナ ト リ ン 剤， オ キ サ ミ ル剤， ジ ブ ルペ ン ズ ロ ン

剤， ピ ラ ク ロ ホ ス 剤， フ ル シ ト リ ネー ト 剤 (殺 虫剤 : 5 
農薬) ， フ ル ト ラ ニ ル剤 (殺 菌剤 : 1 農薬) ， グ リ ホ サー

(35 ペー ジ に 続 く )
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